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論文審査の要旨（400 字以内） 
胆管癌において予後を予測するバイオマーカーは明らかにされておらず予後に
関連する標的遺伝子の抽出を試みた。当科で膵頭十二指腸切除術を施行され根
治切除が得られた中下部胆管癌 50例を対象とした。手術検体のパラフィン包埋
検体を用いて、real-time PCR 法で腫瘍内の mRNA 発現量を定量した。まず、5
年以上の長期生存群 10例、2年以内再発死亡の早期再発群 10例を抽出し、予備
実験として、EGFR, AREG, EREG, MMP-9, CDH-1, PARP1, ERCC1 の遺伝子発現量
を測定した結果、ERCC1のみ両群間に有意差を認めた（ERCC1中央値：長期生存
群 26.5 vs 早期再発群 9.7, p=0.0073）。さらに、ERCC1高発現群（n=5）は低発
現群（n=15）に比べて有意に全生存期間が良好であった（MST：未到達 vs 16
か月, p<0.0105, cut-off 75％値）。次に全体の 50例に対して ERCC1 mRNA発現
量を測定したところ高発現群(n=13) は低発現群(n=37) に比べて有意に全生存
期間が良好であった（MST：174 vs 86 か月, p<0.048, cut-off 75％値）。多変
量解析ではリンパ節転移と ERCC1 発現量が予後因子として抽出された。ERCC1 
mRNA 発現量は根治切除後の肝外胆管癌の予後予測マーカーとして有用であると
考えられた。 
 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大
学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8 条] 
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